
一時中断している田代の郷陸上競技場建設現場

建設が進む川根温泉ホテル

（13）	 議会だより41号	 平成25年９月定例会

経
済
建
設
生
活
常
任
委
員
会

○
債
務
負
担
行
為

問　

川
根
温
泉
宿
泊
施
設
の

備
品
購
入
の
発
注
は
、
地
元

・
市
内
の
業
者
を
優
先
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

対
応
で
き
る
も
の
は
、

市
内
業
者
を
指
名
す
る
。

○
防
犯
対
策
事
業

問　

防
犯
カ
メ
ラ
を
Ｊ
Ｒ
六

合
駅
南
口
周
辺
に
設
置
し
た

理
由
は
。

答　

自
転
車
の
盗
難
や
女
性

へ
の
痴
漢
行
為
が
発
生
し
、

地
元
・
警
察
か
ら
の
要
望
に

対
応
し
た
。

問　

本
通
り
や
他
の
駅
な
ど

も
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

島
田
駅
や
本
通
り
の
店

舗
な
ど
で
は
、
施
設
管
理
者

の
対
応
で
設
置
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

○
獣
肉
加
工
施
設
建
設

事
業

問　

同
事
業
の
減
額
に
よ
る

事
業
の
延
期
は
、
国
の
辺
地

債
の
減
額
に
よ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
来
年
度
以
降
の
建
設

計
画
は
あ
る
の
か
。

答　

国
と
の
協
議
が
あ
る
の

で
、
必
ず
と
は
言
え
な
い
が
、

延
期
と
い
う
こ
と
で
協
議
し

て
い
き
た
い
。

問　

辺
地
債
の
減
額
は
、
他

の
市
町
で
も
あ
っ
た
の
か
。

答　

一
律
に
約
18
％
減
額
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
。

○
道
路
新
設
改
良
費

問　

色
尾
大
柳
線
・
横
岡
新

田
牛
尾
線
・
阿
知
ケ
谷
東
光

寺
線
と
、
か
つ
て
な
い
減
額

補
正
で
あ
る
が
な
ぜ
か
。

答　

理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、

国
の
補
助
金
が
道
路
改
良
で

は
70
％
、
防
災
面
で
は
95
％

☆
Ｈ
25
一
般
会
計
補
正

予
算

に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
他
の

市
町
も
同
様
で
あ
る
。

○
田
代
の
郷
陸
上
競
技

場
整
備
事
業

問　

今
年
度
は
当
初
予
算
か

ら
減
額
を
し
た
が
、
28
年
度

以
降
に
必
ず
整
備
す
る
の
か
。

継
続
し
て
建
設
し
て
も
ら
い

た
い
が
ど
う
か
。

答　

確
約
で
き
な
い
が
、
で

き
る
限
り
早
い
時
期
に
整
備

し
た
い
。

問　

代
わ
り
に
河
川
敷
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
整
備
す
る
と
の
こ

と
だ
が
ど
こ
か
。

答　

横
井
運
動
場
公
園
内
の

サ
ッ
カ
ー
場
と
島
田
球
場
の

改
修
を
行
う
。

☆
島
田
市
川
根
温
泉
ホ

テ
ル
条
例

○
川
根
温
泉
ホ
テ
ル
の

設
置
お
よ
び
指
定
管

理
者
に
よ
る
管
理
に

つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
条
例

問　

指
定
管
理
者
の
対
象
は
。

答　

県
内
に
本

社
ま
た
は
営
業

所
が
あ
る
事
業

者
を
考
え
て
い

る
。

問　

事
業
に
よ

る
雇
用
・
経
済

波
及
効
果
の
見

込
み
は
。

答　

人
件
費
が

主
で
、
材
料
の

仕
入
れ
な
ど
年

１
億
７
８
０
０

万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

☆
Ｈ
24
一
般
会
計
決
算

の
認
定

問　

ご
み
減
量
事
業
で
、
23

年
度
は
株
式
会
社
Ａ
が
受
注

し
、
24
年
度
は
協
同
組
合
が

請
け
負
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
じ
車
で
同
じ
従
業
員

が
行
っ
て
い
る
。
市
民
か
ら

不
審
に
見
ら
れ
て
い
る
が
ど

う
か
。

答　

資
格
を
有
す
る
指
名
業

者
で
入
札
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
一
層
内
容
を
精
査
し

て
い
く
。

○
コ
ミ
バ
ス
路
線
維
持

助
成
金

問　

県
の
補

助
金
の
内
容

の
説
明
を
求

め
る
が
ど
う

か
。

答　

バ
ス
運

行
の
最
大

で
実
費
の

45
％
、
利
用

料
金
、
運
賃
、

払
う
金
額
の

２
分
の
１
を

引
い
た
も
の

が
対
象
で
あ

る
。
対
象
外

は
、
乗
車
率

１
・
２
％
を
下
回
る
路
線
で
、

大
代
線
０
・
０
２
１
７
％
、島

田
駅
東
線
０
・
８
％
で
対
象

外
で
あ
る
。

☆
Ｈ
24
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定

問　

配
水
管
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
地
域
が
あ
る
と
聞
く

が
ど
う
か
。

答　

給
水
区
域
内
は
申
請
が

あ
れ
ば
接
続
で
き
る
。
た
だ

し
、
配
水
管
の
枝
管
か
ら
給

水
装
置
ま
で
の
工
事
費
は
自

己
負
担
で
あ
る
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
認
定
・
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。



ＦＭ島田サテライトスタジオ「おびすた」
（「おび・りあ」１階）

平成25年９月定例会	 議会だより41号	 （14）

ローズアリーナ会場に登場した恐竜
（前回のＳＬフェスタ2012）

総
務
消
防
常
任
委
員
会

問　

参
与
を
置
く
た
び
に
、

条
例
を
作
る
の
か
。

答　

参
与
の
身
分
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
意
味
で
、
条
例
に

基
づ
き
設
置
す
る
こ
と
が
適

切
で
あ
る
。

☆
Ｈ
24
一
般
会
計
決
算

の
認
定

○
ま
ち
な
か
情
報
発
信

施
設
整
備
事
業

問　

Ｆ
Ｍ
ス
タ
ジ
オ
を
￢
お

び
・
り
あ
」
に
設
置
し
た
こ

と
で
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

図
っ
た
と
あ
る
が
ど
の
よ
う

な
結
果
で
あ
っ
た
か
。

答　

放
送
番
組
は
、
市
民
が

参
加
し
、
中
心
市
街
地
に
関

す
る
話
題
を
多
く
取
り
上
げ

て
い
る
。
人
を
呼
び
込
む
よ

う
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
等
の

☆
島
田
市
参
与
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

告
知
を
行
い
集
客
に
努
め
た
。

￢
島
ア
ツ
」
や
若
い
商
店
主

と
タ
ッ
グ
を
組
む
な
ど
成
果

が
出
て
い
る
。

○
家
族
と
地
域
の
時
間

づ
く
り
推
進
事
業

問　

Ｓ
Ｌ
フ
ェ
ス
タ
運
営
事

業
で
、
会
場
ご
と
の
来
場
者

を
把
握
し
て
い
る
か
。

答　

４
日
間
を
通
し
て
、
新

金
谷
会
場
１
万
５
０
５
２
人
、

家
山
会
場
４
５
０
人
、
千
頭

会
場
１
万
４
６
５
４
人
、
金

谷
駅
前
通
り
会
場
５
１
４
６

人
、
ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
会
場

２
万
５
３
１
０
人
、
プ
ラ
ザ

お
お
る
り
会
場
５
９
１
０
人
、

合
計
６
万
６

５
２
２
人
で
、

前
年
よ
り
約

２
万
人
増
え

成
果
が
表
れ

て
い
る
。

○
賦
課
微

収
費

問　

静
岡
地

方
税
滞
納
整

理
機
構
へ
の

移
管
金
額
と

徴
収
金
額
、

機
構
を
使
っ

て
の
効
果
は

ど
う
か
。

答　

移
管
し
た
も
の
が
４
千

万
円
強
で
、
徴
収
金
と
し
て

３
８
７
万
円
で
あ
っ
た
が
分

納
誓
約
者
も
多
く
、
そ
の
人

を
含
め
る
と
約
２
２
０
０
万

円
の
徴
収
効
果
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
不
動
産
の
公

売
手
続
き
な
ど
も
滞
納
整
理

機
構
に
お
願
い
し
て
い
る
た

め
、
島
田
市
職
員
の
事
務
処

理
の
軽
減
と
な
る
効
果
が
あ

っ
た
。

○
島
田
市
特
別
職
の
職

員
等
の
給
与
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
条
例

立
て
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

○
行
政
書
士
法
違
反
書

類
の
島
田
市
各
機
関

へ
の
提
出
排
除
に
関

す
る
請
願
の
審
査

問　

行
政
書
士
で
は
な
い
者

に
依
頼
し
た
た
め
、
不
利
益

が
生
じ
た
事
例
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答　

農
地
法
の
申
請
を
請
け

負
い
、
前
金
等
を
受
け
取
っ

た
が
、
申
請
し
な
か
っ
た
り
、

都
市
計
画
法
等
の
届
け
出
で
、

添
付
書
類
や
図
面
が
そ
ろ
わ

ず
認
可
が
遅
れ
た
事
例
や
通

常
の
報
酬
の
10
倍
以
上
取
ら

れ
た
事
例
も
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

問　

行
政
書
士
が
扱
え
る
書

類
と
し
て
、
年
間
ど
の
く
ら

い
あ
る
か
把
握
し
て
い
る
か
。

答　

農
地
法
関
係
で
４
０
０

０
件
、
河
川
占
用
等
２
５
０

件
、
指
名
登
録
申
請
等
２
３

０
０
件
程
度
あ
る
と
し
、
相

当
な
件
数
が
あ
る
。

問　

市
役
所
の
中
で
、
啓
発

プ
レ
ー
ト
は
何
カ
所
置
か
れ

て
い
る
か
。

答　

農
業
委
員
会
と
建
設
課

の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
市
民

に
見
え
る
形
で
置
か
れ
て
い

る
。

問　

給
与
の
減
額
を
実
施
し

な
け
れ
ば
、
国
か
ら
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
は
あ
る
か
。

答　

８
月
６
日
付
け
の
国
か

ら
の
通
知
で
は
、
減
額
し
な

け
れ
ば
、
財
政
的
に
余
裕
が

あ
る
自
治
体
と
認
め
ら
れ
か

ね
な
い
こ
と
を
、
十
分
認
識

さ
せ
る
よ
う
な
強
い
要
請
文

で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

問　

実
際
に
は
減
額
し
た
額

を
、
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
。

答　

公
共
施
設
整
備
基
金
が

あ
り
、
そ
の
中
で
は
防
災
や

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

し
て
相
当
な
費
用
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
そ
こ
へ
の
積
み

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
認
定
・
可
決
・
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。



牛尾山旧海軍実験所跡

保育園民営化に際し行われた工事

（15）	 議会だより41号	 平成25年９月定例会

民
生
病
院
教
育
常
任
委
員
会

○
市
民
課
窓
口
業
務
委
託

（
債
務
負
担
行
為
）

問　

来
年
度
か
ら
窓
口
業
務

の
一
部
を
民
間
委
託
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
個
人
情
報
保

護
は
大
丈
夫
か
。

答　

業
者
選
定
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
マ
ー
ク
（
※
個
人
情
報

に
つ
い
て
の
認
証
制
度
）認
定

業
者
か
ら
と
し
、
個
人
情
報

の
適
正
な
管
理
な
ど
に
つ
い

て
も
契
約
書
の
中
に
含
め
る
。

○
牛
尾
山
旧
海
軍
実
験

所
跡
発
掘
調
査
経
費

問　

発
掘
調
査
の
結
果
を
ジ

オ
ラ
マ
化
す
る
話
は
出
て
い

る
か
。

答　

島
田
工
業
高
校
か
ら
そ

の
よ
う
な
希
望
が
寄
せ
ら
れ
、

現
在
具
体
的
な
話
を
進
め
て

い
る
。

☆
Ｈ
24
一
般
会
計

　

決
算
の
認
定

○
社
会
福
祉
活
動
支
援
事
業

問　

島
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
補
助
金
約
７
０
０
万

円
の
減
額
理
由
は
。

答　

不
祥
事
に
よ
る
職
員
の

退
職
と
、
実
際
の
事
業
費
が

☆
Ｈ
25
一
般
会
計
補
正

予
算

少
な
か
っ

た
こ
と
か

ら
減
額
と

な
っ
た
。

○
市
立

保
育
園

民
営
化

事
業

問　

金
谷

中
央
保
育

園
民
営
化

で
、
施
設

改
修
、
プ

ー
ル
新
設

工
事
が
年

度
を
ま
た

ぎ
行
わ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

保
護
者
や
地
域
の
方
と

の
話
し
合
い
で
、
施
設
整
備

を
民
営
化
後
と
し
て
い
た
た

め
で
あ
る
。

○
市
立
幼
稚
園
民
営
化

事
業

問　

五
和
幼
稚
園
の
民
営
化

で
、
保
護
者
と
の
話
し
合
い

は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ

た
か
。

答　

運
営
法
人（
島
田
学
園
）

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
育
委
員
会
・

民
営
化
前
の
園
の
役
員
会
と

の
間
で
２
回
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対

象
に
２
回
、
島
田
学
園
・
教

育
委
員
会
・
園
の
三
者
で
５

回
実
施
し
た
。

○
幼
稚
園
民
営
化
事
業

問　

民
営
化
で
保
育
料
が
高

く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
五

和
幼
稚
園
は
ど
う
か
。

答　

平
成
24
年
か
ら
在
園
し

て
い
る
児
童
に
は
、
保
育
料

の
差
額
を
支
給
し
て
い
る
。

☆
Ｈ
24
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定

問　

今
回
、
約
２
割
の
保
険

料
引
き
上
げ
に
よ
り
、
決
算

状
況
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答　

最
終
的
に
は
、
今
回
税

率
改
正
し
た
分
と
し
て
約
４

億
６
６
０
０
万
円
の
残
額
を

残
す
こ
と
が
で
き
た
。

問　

保
険
税
の
２
割
引
き
上

げ
で
、
１
世
帯
当
た
り
の
額

は
県
内
で
ど
の
よ
う
な
位
置

に
あ
る
か
。

答　

平
成
23
年
度
は
23
市
中
、

下
か
ら
２
番
目
だ
っ
た
が
、

税
率
改
正
後
の
予
測
は
８
位

か
ら
12
位
と
想
定
し
て
い
る
。

☆
Ｈ
24
介
護
保
険
事
業

　

特
別
会
計
決
算
の
認
定

問　

介
護
保
険
料
の
１
カ
月

の
基
準
額
が
４
０
０
円
増
で

４
千
円
と
な
っ
た
。
８
億
円

の
基
金
を
使
え
ば
引
き
上
げ

は
必
要
な
か
っ
た
と
思
う
が

ど
う
か
。

答　

３
年
間
の
事
業
計
画
で

は
、
基
金
を
全
て
取
り
崩
す

前
提
で
保
険
料
を
設
定
し
て

い
る
。

問　

介
護
保
険
料
は
他
市
と

比
べ
ど
う
か
。

答　

県
内
で
は
最
も
安
い
料

金
で
あ
る
。

☆
Ｈ
24
病
院
事
業
会
計

　

決
算
の
認
定

問　

平
成
24
年
度
の
事
業
評

価
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
度

の
予
算
編
成
で
は
ソ
フ
ト
面
、

ハ
ー
ド
面
を
ど
の
よ
う
に
優

先
す
る
の
か
。

答　

特
定
の
科
の
医
師
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
る
大
き
な

収
益
減
が
あ
り
、
病
院
経
営

を
揺
る
が
す
状
況
に
も
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ソ
フ
ト

面
を
強
化
し
た
予
算
編
成
を

し
て
い
き
た
い
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
、
す
べ
て
認
定
・
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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平
成
25
年
６
月
27
日
、

８
月
６
日
、
８
月
26
日
の

３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
陳
情
者
か

ら
は
、
前
市
長
が
進
め
て

き
た
病
院
の
ま
ち
な
か
移

転
計
画
は
、
敷
地
面
積
や

高
層
建
築
に
よ
る
災
害
時

に
被
災
者
の
受
け
入
れ
の

問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
病

院
移
転
が
果
た
し
て
中
心

市
街
地
を
活
性
化
す
る
の

か
と
し
、
現
在
地
で
の
建

て
替
え
を
視
野
に
入
れ
白

紙
撤
回
す
べ
き
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
市
当
局
側
か
ら
は
、

現
市
長
の
所
信
表
明
で
の

ま
ち
な
か
移
転
白
紙
撤
回

と
の
表
明
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

委
員
相
互
の
意
見
と
し

て
は
、
陳
情
趣
旨
に
は
賛

　

平
成
25
年
９
月
18
日
、

紹
介
議
員
お
よ
び
当
局
の

立
ち
合
い
の
も
と
請
願
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

委
員
か
ら
島
田
市
で
の

不
法
書
類
の
具
体
的
事
例

の
有
無
の
確
認
や
役
所
に

出
す
書
類
は
行
政
書
士
で

し
か
出
せ
な
い
の
か
と
の

質
問
に
、
市
当
局
か
ら
は
、

特
に
具
体
的
な
事
例
は
把

握
で
き
て
い
な
い
こ
と
や

官
公
署
へ
出
す
書
類
は
原

則
本
人
作
成
で
あ
る
こ
と

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

別
の
委
員
か
ら
、
市
民
へ

の
正
し
い
知
識
の
周
知
に

つ
い
て
は
ど
う
か
と
の
質

問
に
は
、
周
知
は
行
政
書

士
会
で
も
行
っ
て
も
ら
う

が
、
市
役
所
全
部
署
の
職

員
に
対
し
て
周
知
す
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
若
干
の
質
疑
を
終

え
た
後
、
委
員
相
互
の
意

見
交
換
に
入
り
、
委
員
か

ら
市
民
の
不
利
益
を
防
ぐ

た
め
に
行
政
窓
口
の
意
識

付
け
に
な
る
こ
と
や
市
民

が
迷
惑
を
被
る
こ
と
の
な

い
よ
う
運
用
の
仕
方
に
つ

い
て
配
慮
し
て
ほ
し
い
と

し
、
趣
旨
に
賛
成
す
る
と

し
た
意
見
の
ほ
か
、
趣
旨

に
は
賛
成
す
る
が
、
行
政

書
士
と
し
て
現
在
ま
で

行
っ
て
い
る
こ
と
の
再
確

認
の
た
め
の
請
願
だ
と
す

れ
ば
具
体
的
な
対
策
が
見

え
て
こ
な
い
と
す
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
採
決
の

結
果
、
本
請
願
は
委
員
全

員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
議
案
に
つ

い
て
は
、
９
月
30
日
、
本

会
議
最
終
日
に
議
員
全
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
す
る

も
の
と
議
決
し
ま
し
た
。

※
請
願
書
の
全
文
は
、
市

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
す
る
が
、
こ
の
陳
情
書

の
署
名
を
集
め
た
時
期
が

市
長
選
挙
と
重
な
っ
た
こ

と
や
現
市
長
が
白
紙
撤
回

を
表
明
し
た
こ
と
に
よ
り

既
に
目
的
が
達
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
ち
な
か
を

ど
の
場
所
と
と
ら
え
る
か

に
つ
い
て
議
論
し
た
結

果
、「
市
民
病
院
の
建
設
に

つ
い
て
当
局
側
で
の
今
後

の
検
討
や
、
議
会
で
の
特

別
委
員
会
の
調
査
、
研
究

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
推
移
を
し
っ
か

り
見
守
り
、
市
民
の
意
見

集
約
に
努
め
る
こ
と
」
の

意
見
を
付
し
、
本
陳
情
を

不
採
択
と
し
ま
し
た
。
市

当
局
に
は
、
委
員
会
で
の

意
思
決
定
を
真
摯
に
受
け

止
め
る
よ
う
要
請
し
ま
し

た
。

島
田
市
民
病
院
の

「
ま
ち
な
か
移
転
」
の

　

白
紙
撤
回
を
求
め
る

陳
情
書
の
審
査
結
果

行
政
書
士
法
違
反
書
類
の
島
田
市
各
機
関
へ
の

提
出
排
除
に
関
す
る
請
願
の
審
査
結
果
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ザ
ッ
討
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賛
成 

 

反
対

結
果
は
19
ペ
ー
ジ
の

採
決
結
果
一
覧
の
と
お
り

平
成
24
年
度
一
般
会

計
決
算
の
認
定

　

ジ
ャ
ス
コ
跡
地
の
地
権
者

へ
の
不
納
欠
損
処
分
に
係
る

事
件
や
最
終
処
分
場
の
入
口

を
封
鎖
し
た
地
権
者
を
市
が

訴
え
た
事
件
は
、
前
市
長
の

軽
率
な
言
動
や
独
断
専
行
政

策
の
結
果
起
き
た
裁
判
だ
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
や
一
般

財
源
（
地
方
交
付
税
）
の
確

保
の
た
め
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
が
、
総
合
計
画
の

着
実
な
実
現
に
よ
る
地
域
経

済
や
地
域
の
活
性
化
が
図
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
効
率
的
に

事
業
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。

　

基
盤
整
備
事
業
で
は
、
東

町
御
請
線
や
横
井
中
央
線
な

ど
の
幹
線
道
路
整
備
の
推
進
、

大
草
住
宅
建
設
事
業
の
完
了
、

中
心
市
街
地
交
流
拠
点
施
設

整
備
事
業
と
し
て
島
田
図
書

館
、
こ
ど
も
館
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
消
防
防
災
事
業

で
は
、
消
防
通
信
指
令
シ
ス

テ
ム
整
備
事
業
を
完
了
し
、

デ
ジ
タ
ル
防
災
通
信
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業
に
着
手
し
て
い

る
。

　

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
国
の

モ
デ
ル
事
業
の
家
族
と
地
域

の
時
間
づ
く
り
推
進
事
業
、

金
谷
茶
ま
つ
り
、
Ｓ
Ｌ
フ
ェ

ス
タ
、
し
ま
だ
大
井
川
マ
ラ

ソ
ン
ｉ
ｎ
リ
バ
テ
ィ
な
ど
に

よ
り
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
交

流
人
口
の
拡
大
が
図
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
ち
な
か
集
積
医
療
基
本

構
想
策
定
事
業
に
つ
い
て
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を

求
め
「
第
５
章
の
今
後
の
課

題
」
に
お
い
て
、
①
の
医
療

関
連
お
よ
び
③
の
新
病
院
計

画
関
連
に
つ
い
て
修
正
を
行

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
病
院
の
建
設
場

所
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
的

立
場
と
し
て
、
新
病
院
建
設

地
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

さ
ら
に
専
門
的
知
見
か
ら
意

見
を
い
た
だ
い
て
き
た
。

　

平
成
24
年
度
の
事
業
展
開

を
冷
静
に
見
る
と
、
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
つ
い
で

検
証
を
行
う
と
い
う
ス
テ
ッ

プ
を
踏
ん
で
い
た
。

　

多
目
的
展
示
施
設
に
つ
い

て
は
、
メ
ッ
セ
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
県
は
も
と
よ
り
本
市
や

周
辺
の
市
町
に
と
っ
て
有
意

義
な
施
設
の
早
期
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、
施
設
が
決

ま
れ
ば
速
や
か
に
建
設
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
計
画
的
に

準
備
を
進
め
て
お
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
と
評
価
し
て
い

る
。

　

幼
稚
園
の
民
営
化
に
つ
い

て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
に

対
す
る
説
明
が
丁
寧
に
行
わ

れ
、
移
管
先
法
人
と
の
十
分

な
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た

結
果
、
五
和
幼
稚
園
の
教
育

が
継
続
さ
れ
、
民
営
化
移
管

後
の
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い

て
は
、
民
営
化
後
も
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
継
続
的
な
確
保
が

な
さ
れ
、
保
護
者
や
地
域
住

民
と
も
良
好
な
関
係
が
築
か

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

島
田
市
総
合
計
画
に
掲
げ

る
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
人

と
産
業
・
文
化
の
交
流
拠
点

水
と
緑
の
健
康
都
市
島
田
」

の
着
実
な
実
現
に
よ
り
、
市

民
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
を

目
指
し
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
る
が
、
財
政
運
営
の

効
率
性
と
健
全
性
を
旨む

ね

と
し
、

市
民
本
位
の
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
た

も
の
と
認
め
ら
れ
賛
成
す
る
。

掛
か
っ
た
費
用
は
、
市
民
の

税
金
で
あ
り
容
認
で
き
な
い
。

　

産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
は
、
市
民
病
院

を
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
に
移
転
す

る
こ
と
を
前
提
に
、
移
転
後

の
跡
地
に
大
学
を
誘
致
し
よ

う
と
進
め
た
事
業
だ
。
交
渉

先
の
大
学
名
は
お
ろ
か
、
事

業
の
内
容
も
成
果
も
明
ら
か

に
せ
ず
、
３
月
に
は
大
学
側

か
ら
断
ら
れ
て
い
た
が
、
そ

の
理
由
も
正
さ
ず
、
市
民
に

も
知
ら
せ
ず
、
問
題
の
多
い

事
業
で
容
認
で
き
な
い
。「
ま

ち
な
か
集
積
医
療
基
本
構

想
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
に
２
５
３
件
の
疑
問
や

問
題
点
を
指
摘
す
る
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
が
、
聞
き
置
く

だ
け
で
、
建
設
地
選
定
委
員

会
を
発
足
さ
せ
、
強
引
に
ジ

ャ
ス
コ
跡
地
へ
の
移
転
の
結

論
を
出
そ
う
と
し
た
こ
と
は

容
認
で
き
な
い
。

　

旧
金
谷
中
学
校
跡
地
の
メ

ッ
セ
建
設
誘
致
の
た
め
の
整

備
費
用
は
容
認
で
き
な
い
。

新
た
に
県
か
ら
の
提
案
も
な

く
棚
上
げ
状
態
だ
。
跡
地
利

用
に
関
し
て
は
、
市
民
合
意

で
進
め
る
べ
き
だ
。

　

公
立
の
金
谷
中
央
保
育
園
、

五
和
幼
稚
園
の
民
営
化
は
問

題
だ
。
コ
ス
ト
削
減
（
人
件

費
削
減
）
と
称
し
て
、
公
的

保
育
に
直
接
か
か
わ
る
運
営

を
市
が
手
放
す
こ
と
は
容
認

で
き
な
い
。
公
立
と
私
立
が

あ
っ
て
、
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
て
よ
り
よ
い
保
育
を
推

進
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　

消
防
救
急
広
域
化
の
た
め

の
負
担
金
の
支
出
は
認
め
ら

れ
な
い
。
静
岡
市
へ
の
事
務

委
託
だ
が
、
島
田
市
に
と
っ

て
は
、
現
場
の
消
防
体
制
の

充
実
や
経
費
節
減
に
結
び
つ

く
か
ど
う
か
不
透
明
だ
。

　

９
月
定
例
会
の
最
終
日
に

は
、
議
案
５
件
に
対
し
、
３

人
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

　

討
論
と
は
、
議
案
等
に
対

し
て
採
決
の
前
の
段
階
に
お

い
て
、
賛
成
ま
た
は
反
対
の

意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
言
い

ま
す
。

【
認
定
第
１
号
】

認
定
第
１
号
に

反
対

認
定
第
１
号
に

賛
成
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平
成
24
年
度
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会

計
決
算
の
認
定

平
成
24
年
度
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
決

算
の
認
定

　

国
民
健
康
保
険
税
の
20
％

の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
行
わ

れ
た
。国
保
の
加
入
者
は
、自

営
業
者
、
年
金
生
活
者
、
非

正
規
雇
用
の
労
働
者
な
ど
厳

し
い
経
済
状
況
の
方
々
で
、

景
気
が
落
ち
込
み
所
得
が
増

え
な
い
中
で
、
さ
ら
に
生
活

は
圧
迫
さ
れ
た
。
現
年
度
で
、

滞
納
世
帯
は
１
５
４
１
世
帯
、

加
入
世
帯
の
10
・
３
％
だ
。

滞
納
額
は
、
１
億
７
５
６
９

万
円
で
前
年
度
を
上
回
っ
た
。

う
ち
７
割
が
年
間
所
得
３
０

０
万
円
以
下
の
世
帯
で
、
高

す
ぎ
て
払
え
な
い
状
況
が
あ

る
。
滞
納
者
へ
の
制
裁
措
置

と
し
て
資
格
証
明
書
が
59
世

帯
に
発
行
さ
れ
た
。
資
格
証

明
書
で
は
、
お
金
が
な
い
上

に
10
割
負
担
な
の
で
、
通
院

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
命
を

削
る
事
態
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
資
格
証
明
書
の
発
行
は

や
め
る
べ
き
だ
。
今
、
市
が

や
る
べ
き
こ
と
は
、
県
内
23

　

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

の
引
き
上
げ
の
も
と
に
事
業

が
進
め
ら
れ
、
高
齢
者
に
負

担
増
を
も
た
ら
し
容
認
で
き

な
い
。
基
準
月
額
を
３
６
０

０
円
か
ら
４
０
０
０
円
に
し
、

率
に
し
て
11
％
の
負
担
増
だ
。

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ

て
13
年
目
だ
が
、
３
年
ご
と

の
見
直
し
の
た
び
に
連
続
し

て
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
き

た
。

　

し
か
し
、
島
田
市
の
場
合
、

使
わ
ず
に
た
め
込
ま
れ
て
い

る
８
億
円
の
基
金
を
使
え
ば
、

引
き
上
げ
は
必
要
な
か
っ
た

は
ず
だ
。国
は
い
ま
、介
護
給

付
費
を
減
ら
す
た
め
に
、
要

支
援
者
の
介
護
は
ず
し
と
利

用
料
の
負
担
増
を
計
画
し
て

い
る
。「
在
宅
」
を
勧
め
、他

方
で
生
活
援
助
を
縮
小
す
る

や
り
方
は
、「
介
護
難
民
」
を

増
や
す
こ
と
に
な
る
。
切
実

な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
は
68
人
だ
。
し
か
し
、

　

平
成
24
年
度
予
算
で
は
介

護
給
付
費
の
伸
び
を
考
慮
し

て
、
基
金
を
１
億
２
１
４
３

万
６
千
円
取
り
崩
す
予
算
と

な
っ
て
い
た
が
、
決
算
の
と

お
り
２
３
９
１
万
４
千
円
の

歳
入
歳
出
差
引
額
が
生
じ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
見

込
み
を
下
回
っ
た
こ
と
や
保

険
料
の
上
昇
抑
制
の
た
め
県

か
ら
財
政
安
定
化
基
金
の
交

付
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

平
成
24
年
度
は
、
新
た
に

19
万
７
千
円
を
基
金
と
し
て

積
み
立
て
て
い
る
が
、
基
金

は
今
期
の
計
画
期
間
中
に
見

込
ま
れ
る
介
護
給
付
費
の
増

加
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
次
期
計
画
に
お
け
る

保
険
料
の
上
昇
抑
制
に
活
用

さ
れ
る
財
源
と
な
る
も
の
で
、

こ
れ
ら
は
介
護
保
険
事
業
の

健
全
運
営
に
不
可
欠
な
も
の

建
設
計
画
は
な
い
。「
保
険

料
は
上
が
っ
た
が
、
介
護
な

し
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
地

域
で
の
受
け
入
れ
を
ど
う
作

っ
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

と
考
え
る
。

　

全
国
的
に
介
護
保
険
制
度

に
要
す
る
費
用
は
拡
大
傾
向

に
あ
る
が
、
本
市
の
保
険
料

は
、
県
平
均
４
７
１
４
円
に

対
し
、
４
０
０
０
円
と
県
内

で
最
も
低
い
設
定
で
あ
る
。

こ
れ
は
高
齢
者
福
祉
施
策
に

対
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
で
あ
る
と
評
価

し
、
認
定
第
７
号
に
つ
い
て

は
認
定
す
べ
き
も
の
と
考
え

賛
成
す
る
。

　

今
回
の
決
算
は
、
増
大
す

る
医
療
費
支
出
に
対
す
る
財

源
と
し
て
、
保
険
税
率
を
改

定
し
、
保
険
税
の
増
収
に
よ

り
、
国
保
会
計
の
財
源
確
保

を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
適

切
な
予
算
執
行
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
。
特
に
、
保
険

税
率
の
改
正
は
、
被
保
険
者

に
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な

る
が
、
改
正
前
の
税
率
は
４

年
間
据
え
置
き
、
他
市
と
比

較
し
て
も
決
し
て
高
い
税
率

で
は
な
い
状
態
で
の
運
営
で

あ
っ
た
。
最
近
の
医
療
費
の

伸
び
が
予
想
を
は
る
か
に
上

回
っ
た
こ
と
で
資
金
運
用
が

行
き
詰
ま
り
、
基
金
の
取
り

崩
し
等
で
財
源
不
足
を
賄
っ

て
き
た
が
、
そ
の
基
金
も
底

を
つ
き
、
平
成
23
年
度
に
は

静
岡
県
広
域
化
等
支
援
基
金

か
ら
２
億
円
の
借
入
を
実
行

し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
24
年

度
の
財
源
と
し
て
保
険
税
の

市
中
21
市
で
や
っ
て
い
る
よ

う
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
で
国
保
税
の
引
き
上
げ

を
抑
え
る
こ
と
だ
。

増
収
し
か
手
段
が
な
い
と
い

う
結
論
と
な
っ
た
も
の
と
理

解
し
て
い
る
。

　

こ
の
税
率
改
正
お
よ
び
改

定
率
は
、
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
で
、
十
分
に
議
論

を
重
ね
た
上
で
の
決
定
で
あ

り
、
被
保
険
者
の
負
担
増
と

し
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
内
容
で

あ
る
と
答
申
書
に
も
う
た
わ

れ
て
い
る
。さ
ら
に
、税
率
改

正
に
よ
る
影
響
で
滞
納
世
帯

が
増
加
す
る
こ
と
な
く
、
財

源
の
確
保
が
で
き
た
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
事
業
は
、
被
保

険
者
か
ら
の
国
保
税
と
国
・

県
か
ら
の
負
担
金
等
で
賄
う

と
い
う
原
則
が
あ
り
、
税
の

引
き
上
げ
抑
制
を
目
的
と
し

た
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出

し
の
実
施
に
つ
い
て
も
、
安

易
な
決
定
は
で
き
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

平
成
24
年
度
は
、
特
定
健

診
の
充
実
目
的
で
保
健
事
業

経
費
な
ど
も
執
行
さ
れ
て
お

り
、
保
険
者
の
努
力
に
よ
り
、

今
後
も
長
期
的
な
医
療
費
抑

制
効
果
に
つ
い
て
期
待
で
き

る
。

　

以
上
に
よ
り
、
認
定
第
２

号
に
つ
い
て
は
認
定
す
べ
き

も
の
と
考
え
賛
成
す
る
。

【
認
定
第
２
号
】

【
認
定
第
７
号
】

認
定
第
２
号
に

反
対

認
定
第
７
号
に

反
対

認
定
第
７
号
に

賛
成

認
定
第
２
号
に

賛
成

平
成
25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
３

号
）

　

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
も
の
の
う
ち
、
静
岡
地

域
消
防
救
急
広
域
化
に
向
け

た
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
お
よ

び
デ
ジ
タ
ル
無
線
基
地
局
整

備
に
要
す
る
負
担
金
の
支
出

に
反
対
す
る
。
こ
の
２
つ
の

整
備
に
掛
か
る
費
用
は
島
田

市
で
単
独
整
備
す
る
よ
り
負

担
が
増
え
る
と
懸
念
さ
れ
て

い
た
が
、
静
岡
市
の
負
担
で

軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

【
議
案
第
69
号
】

議
案
第
69
号
に

反
対
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の
は
当
然
だ
。問
題
は
、広
域

化
で
静
岡
市
に
本
部
機
能
が

一
元
化
す
る
が
、
そ
れ
が
島

田
市
に
と
っ
て
消
防
力
の
強

化
に
な
る
か
ど
う
か
だ
。
広

域
化
で
生
み
出
さ
れ
る
余
剰

人
員
36
人
の
う
ち
、
島
田
へ

の
配
分
は
10
人
で
、
７
～
８

人
は
窓
口
業
務
に
充
て
ら
れ
、

２
～
３
人
が
現
場
部
隊
の
増

強
と
な
る
だ
け
だ
。
し
か
し
、

広
域
化
し
て
も
静
岡
市
か
ら

の
部
隊
の
出
動
は
大
規
模
災

害
や
地
震
な
ど
の
広
域
災
害

時
で
あ
り
、
焼
津
市
・
藤
枝

市
を
越
え
て
来
る
こ
と
は
普

段
は
期
待
で
き
な
い
。
む
し

ろ
、
島
田
市
の
管
轄
区
域
を

越
え
て
近
隣
へ
の
出
動
が
多

く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
島
田
市
長
の
権
限
も
及

ば
な
く
な
る
。
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
の
見
い
だ
せ
な
い
広

域
化
に
反
対
す
る
。

域
で
の
広
域
化
の
推
進
は
必

要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
整
備
事
業
は
、
電
波
法
令

の
改
正
に
基
づ
き
、
平
成
28

年
５
月
末
ま
で
に
現
行
の
ア

ナ
ロ
グ
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
無

線
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
共
同
整
備
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
経
費
の
縮
減
が
見

込
ま
れ
、
効
果
的
な
無
線
運

用
が
期
待
さ
れ
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
消
防

の
広
域
化
の
推
進
を
図
る
た

め
に
必
要
な
経
費
で
あ
り
、

消
防
力
の
強
化
が
図
ら
れ
、

市
民
の
安
心
・
安
全
へ
と
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
賛
成
す

る
。

職
員
給
与
を
削
減
す
る
こ
と

に
は
反
対
す
る
。
削
減
率
は
、

平
均
１
・
28
％
、
削
減
額
は

５
カ
月
間
で
総
額
１
７
５
０

万
円
の
見
込
み
だ
。
自
治
体

が
自
主
的
に
決
め
る
公
務
員

給
与
へ
の
国
の
介
入
は
、
地

方
自
治
の
基
本
に
抵
触
し
、

容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

す
で
に
、
人
件
費
相
当
分
の

約
１
億
４
５
０
０
万
円
を
地

方
交
付
税
か
ら
減
ら
す
措
置

を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
大
問

題
だ
。
こ
の
間
、
島
田
市
は

２
度
の
合
併
を
経
て
、
職
員

を
減
ら
し
、
人
件
費
を
削
っ

て
相
当
痛
み
を
伴
う
努
力
を

し
て
き
た
経
過
も
あ
る
。
今

回
の
給
与
削
減
は
、
が
ん
ば

っ
て
働
く
市
職
員
の
仕
事
に

対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

下
げ
、
生
活
も
圧
迫
す
る
も

の
だ
。
そ
し
て
、
民
間
の
賃

下
げ
や
地
域
経
済
を
さ
ら
に

冷
え
込
ま
せ
る
こ
と
に
連
動

し
、
到
底
容
認
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。

端
と
な
っ
て
い
る
。
県
内
の

多
く
の
団
体
が
国
の
要
請
を

受
け
、
給
与
の
減
額
措
置
を

実
施
す
る
こ
と
は
、
島
田
市

と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
る

べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
職
員

組
合
と
の
協
議
も
行
い
、
了

解
を
得
て
い
る
も
の
と
聞
い

て
い
る
た
め
賛
成
す
る
。

　

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

は
、
消
防
力
を
強
化
す
る
た

め
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
も

消
防
防
災
体
制
の
重
要
性
は

十
分
認
識
す
る
中
、
静
岡
地

議
案
第
69
号
に

賛
成

島
田
市
特
別
職
の
職
員

等
の
給
与
の
臨
時
特
例

に
関
す
る
条
例

　

国
が
復
興
財
源
の
た
め
と

称
し
て
、
国
家
公
務
員
の
給

与
を
７
・
８
％
削
減
し
、
地

方
に
も
同
様
の
「
要
請
」
を

求
め
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
島
田
市
が
そ
れ
に
応
え

【
議
案
第
85
号
】

議
案
第
85
号
に

反
対

　

国
家
公
務
員
の
給
与
減
額

支
給
措
置
を
踏
ま
え
、
各
地

方
公
共
団
体
に
も
国
に
準
じ

て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
が
発

議
案
第
85
号
に

賛
成

○＝賛成　×＝反対 平
成
24
年
度
島
田
市
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
島
田
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

平
成
24
年
度
島
田
市
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て 平
成
25
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

島
田
市
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

◎会派名
　無会派
＝会派に属さない議員

氏　　　名 会派名
横 田 川 真 人 新　風 ○ ○ ○ ○ ○
伊 藤　　 孝 新　風 ○ ○ ○ ○ ○
山 本　 孝 夫 新　風 ○ ○ ○ ○ ○
森　 伸 一 新　風 ○ ○ ○ ○ ×
河 原 崎　 聖 新　風 ○ ○ ○ ○ ○
福 田　 正 男 新　風 × ○ ○ ○ ○
紅 林　　 貢 新　風 ○ ○ ○ ○ ○
村 田 千 鶴 子 魁

さきがけ

しまだ ○ ○ ○ ○ ○
曽 根　 嘉 明 魁

さきがけ

しまだ ○ ○ ○ ○ ○
平 松　 吉 祝 魁

さきがけ

しまだ ○ ○ ○ × ○
仲 田　 裕 子 清流会 ○ ○ ○ ○ ○
冨 澤　 保 宏 清流会 ○ ○ ○ ○ ○
大 石　 節 雄 清流会 ○ ○ ○ ○ ○
清 水　 唯 史 創造島田 ○ ○ ○ ○ ○
藤 本　 善 男 創造島田 ○ ○ ○ ○ ○
八 木　 伸 雄 創造島田 ○ ○ ○ ○ ○
青 山　 真 虎 無会派 ○ ○ ○ ○ ×
杉 野　 直 樹 無会派 ○ ○ ○ ○ ○
桜 井　 洋 子 無会派 × × × × ×
※議長（佐野義晴）は、採決には加わりません。
（並び順は会派ごとの議席順）

採決結果一覧
（賛成・反対が分かれた５議案を掲載）
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９
月
定
例
会
は
、
平
成
25
年
９
月
２
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
、
平
成
24
年
度
の
決
算
認
定
11
件
、

予
算
・
条
例
等
の
一
般
議
案
21
件
、
議
会
か
ら
の
発
議
案
等
５

件
、
請
願
１
件
の
38
件
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問
に15人

が
登
壇

Ｈ
25
一
般
会
計
補
正
予

算
等
の
主
な
内
容　

　

３
日
間
に
わ
た
り
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
、
市
民
会
館
の
耐
震

診
断
調
査
、
金
谷
庁
舎
の
取

り
扱
い
な
ど
を
含
め
た
「
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
」
の
必
要
性
と
そ
の
白

書
の
作
成
や
指
定
管
理
者
制

度
な
ど
の
公
共
施
設
に
関
す

る
質
問
。
ま
た
、
豪
雨
対
策
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
学
校
活

用
な
ど
の
防
災
に
関
す
る
質

　

補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計

の
５
件
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
新
規
事

業
と
し
て
景
観
審
議
委
員
の

委
員
報
酬
14
万
円
、
消
防
総

合
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

費
３
２
７
万
円
、
消
防
救
急

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業

費
７
５
６
万
円
お
よ
び
牛
尾

山
旧
海
軍
実
験
所
跡
発
掘
調

査
経
費
９
６
４
万
円
な
ど
の

予
算
の
増
額
の
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、減
額
で
は
川

平成25年９月定例会の概要

補正予算など38議案を認定・可決

各
会
計
決
算
の
認
定

　

平
成
24
年
度
各
会
計
の
決

算
認
定
は
、
市
当
局
が
実
施

し
た
事
業
の
内
容
を
審
査
し
、

収
入
・
支
出
が
適
法
か
つ
正

当
に
行
わ
れ
た
か
を
確
認
す

る
議
会
の
重
要
な
役
割
の
一

つ
で
す
。

　

な
お
、
別
表
に
お
い
て
平

成
24
年
度
の
決
算
状
況
（
一

般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道

・
病
院
の
企
業
会
計
）
を
掲

載
し
ま
し
た
。

問
や
次
世
代
に
関
し
て
の
市

当
局
の
取
り
組
み
に
関
す
る

質
問
。
さ
ら
に
は
、
市
街
地

の
活
性
化
の
取
り
組
み
や
公

共
交
通
の
在
り
方
な
ど
、
市

政
に
関
し
て
多
岐
に
わ
た
る

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

条
例
９
件
が
提
案

議
案
質
疑
に
10
人
が
登
壇

し
、
25
件
に
つ
い
て
質
疑

　

新
規
条
例
で
は
、
平
成
26

年
度
オ
ー
プ
ン
の
川
根
温
泉

宿
泊
施
設
の
管
理
運
営
方
法

お
よ
び
利
用
料
な
ど
を
定
め

た
島
田
市
川
根
温
泉
ホ
テ
ル

条
例
や
本
市
の
良
好
な
景
観

の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
の

島
田
市
景
観
条
例
な
ど
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
介

護
保
険
条
例
、
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
や
参
与
に
関
す
る
条
例

の
廃
止
条
例
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
決
算
認
定

根
温
泉
宿
泊
施
設
建
設
事
業

費
２
億
２
９
６
１
万
円
、
色

尾
大
柳
線
な
ど
３
路
線
の
幹

線
道
路
改
良
事
業
費
の
合
計

６
３
１
３
万
円
、
田
代
の
郷

陸
上
競
技
場
整
備
事
業
費
１

億
４
５
０
０
万
円
な
ど
の
提

案
が
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

特
別
会
計
３
件
の
合
計
３
億

８
０
３
０
万
円
の
増
額
お
よ

び
病
院
事
業
会
計
の
債
務
負

担
行
為
に
つ
い
て
の
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
結
果
一
覧

全
員
賛
成
で
認
定
・
可
決
・
採
択
・
同
意

　

○
平
成
24
年
度
決
算
の
う
ち

　
　

◦
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

　
　

◦
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
決
算

　
　

◦
休
日
急
患
診
療
事
業
特
別
会
計
決
算

　
　

◦
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

　
　

◦
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
決
算

　
　

◦
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
決
算

　
　

◦
水
道
事
業
会
計
決
算

　
　

◦
病
院
事
業
会
計
決
算

　

○
平
成
25
年
度
補
正
予
算
の
う
ち

　
　

◦
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
　

◦
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　

◦
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
　

◦
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

◦
島
田
市
工
場
立
地
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
条

例

　
　

◦
島
田
市
川
根
温
泉
ホ
テ
ル
条
例

　
　

◦
島
田
市
景
観
条
例

　
　

◦
島
田
市
税
外
諸
収
入
の
督
促
手
数
料
及
び
延
滞

金
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

◦
島
田
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　
　

◦
島
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

◦
島
田
市
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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関
係
で
は
、
産
学
官
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
の
成

果
と
24
年
度
で
の
事
業
打
ち

切
り
の
理
由
、
超
短
波
放
送

活
用
事
業
の
効
果
と
そ
の
利

用
率
お
よ
び
難
聴
地
域
へ
の

対
策
に
つ
い
て
、
観
光
団
体

支
援
事
業
で
は
、
島
田
市
観

光
協
会
特
別
事
業
補
助
金
に

よ
り
実
施
さ
れ
た
各
事
業
の

効
果
な
ど
の
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
補
正
予
算
関
係
で

は
、
景
観
審
議
会
の
内
容
や

道
路
新
設
改
良
費
の
減
額
の

内
示
の
時
期
と
、
減
額
後
の

事
業
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
た
、
消
防
総
合
情
報
シ
ス

テ
ム
整
備
事
業
と
消
防
救
急

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業

を
合
わ
せ
、
そ
の
広
域
化
に

む
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

内
容
、
共
同
整
備
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

請
願
１
件
と
意
見
書

２
件
が
採
択

追
加
議
案

　

９
月
13
日
に
は
「
学
校
給

食
共
同
調
理
場
建
設
工
事

に
お
け
る
工
事
請
負
契
約
」、

「
学
校
給
食
共
同
調
理
場
厨

房
機
器
購
入
に
伴
う
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
」お
よ
び「
島

田
市
特
別
職
の
職
員
等
の
給

与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条

例
」
の
議
案
３
件
が
追
加
提

出
さ
れ
ま
し
た
。「
給
与
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
条
例
」
に

つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
の

給
与
減
額
と
島
田
市
職
員
の

給
与
減
額
の
関
連
性
、
減
額

と
今
後
の
普
通
交
付
税
へ
の

影
響
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
あ

る
の
か
等
の
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
条
例
案
に
つ
い

て
は
、
総
務
消
防
常
任
委
員

会
に
お
い
て
審
議
す
る
と
と

も
に
、
常
任
委
員
会
へ
の
説

明
だ
け
で
な
く
、
全
議
員
に

対
し
て
の
詳
細
説
明
を
行
い
、

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
30
日
に
は
総

務
部
長
の
人
事
異
動
に
伴
う

「
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

に
つ
い
て
」
の
人
事
議
案
が

追
加
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
市
当
局
か
ら
提
出

さ
れ
た
各
議
案
等
は
、
慎
重

審
議
の
う
え
、
採
決
に
付
し

た
結
果
、
す
べ
て
認
定
・
可

決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
行
政
書
士

法
違
反
書
類
の
各
機
関
へ
の

提
出
排
除
に
関
す
る
請
願
１

件
を
採
択
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を

求
め
る
意
見
書
お
よ
び
森
林

平成24年度各会計の決算状況	 （単位：万円）

平成24年度企業会計の決算状況	 （単位：万円）
会　　計 収　入 支　出 差引額

水道事業
収益的 9億7661 9億4238 3423

資本的 2億 24 4億8600 △2億8576

病院事業
収益的 121億5849 121億3315 2534

資本的 7億 668 10億3854 △3億3186
（注）表中の差引額、計の不整合は、万円未満四捨五入による端数整理によるものです。

会　　計 歳　入 歳　出 差引額

一般会計 376億3206 358億8289 17億4917

特
別
会
計

国民健康保険事業 106億3010 101億6390 4億6621

簡易水道事業 1億3599 1億3169 430

土地取得事業 5億1037 5億1037 0

休日急患診療事業 2316 1707 609

公共下水道事業 8億1700 7億9490 2209

介護保険事業 66億4517 66億2125 2391

介護サービス事業 6770 4823 1947

後期高齢者医療事業 10億 438 9億7298 3140

小		計 198億3387 192億6040 5億7347

合　　計 574億6592 551億4329 23億2264
（注）表中の差引額、計の不整合は、万円未満四捨五入による端数整理によるものです。

吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖

化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財

源
確
保
の
た
め
の
意
見
書
の

２
件
が
採
択
さ
れ
、
国
の
各

機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

　
　

◦
島
田
市
公
共
下
水
道
事
業
区
域
外
流
入
分
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

◦
島
田
市
参
与
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
　

◦
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　

◦
平
成
24
年
度
島
田
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利

益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　
　

◦
行
政
書
士
法
違
反
書
類
の
島
田
市
各
機
関
へ
の

提
出
排
除
に
関
す
る
請
願

　
　

◦
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
（
学
校
給
食
共
同
調

理
場
建
設
工
事
）

　
　

◦
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
学
校
給
食
共
同
調
理

場
厨
房
機
器
購
入
事
業
）

　
　

◦
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

◦
島
田
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
に
つ
い
て

　
　

◦
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
　

◦
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
地
方
の
財
源
確
保
の
た
め
の
意
見
書

賛
成
多
数
で
認
定
・
可
決

　

○
平
成
24
年
度
決
算
の
う
ち

　
　

◦
一
般
会
計
決
算

　
　

◦
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

　
　

◦
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

　

○
平
成
25
年
度
補
正
予
算
の
う
ち

　
　

◦
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

○
島
田
市
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例

そ
の
他

　

◦
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
物
損
事
故
に
係
る

和
解
）（
１
件
）

　

◦
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
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議 会 報 告 会 の 開 催 報 告

■市議会報告に対する質疑
◦川根温泉宿泊施設の設計を変更しようとする補正予算
について、会派に関係なく議員一人ひとりが判断し採
決に臨んだことは評価できる。
◦自治基本条例は作る必要があると思う。
◦「伊太和里の湯」に係る経費、「お茶の郷」管理運営経
費に関する質問の意図は何か。
◦「総合計画後期基本計画」の制定に係る住民アンケー
は必要だったのか。
■意見交換会での主な意見
◦借金時計が市のホームページに掲載されたが借金は返
せるのか。
◦浜岡原発の再稼動は賛成か反対か。
◦他市との連携を進めるべき。
◦病院や図書館について、どのように考えているか。
■市等への要望事項
◦「障害のある人もない人も、ともに暮らしやすい条例」
作ってほしい。

■意見交換会での主な意見　

◦市長が代わり、経験のある議員の中には新市長に対して

上から目線で接しているように感じた。威圧感を与えた

のではないか。

◦今後、市民病院はどのようになるのか。

◦田代の郷陸上競技場の工事が一時ストップすると聞いた。

全天候型のトラックを造るのであれば、河川敷にある島

田市陸上競技場を改修してはどうか。

◦百人会議の意見と議会との整合性はどうするのか。

◦公園、アスレチック、プールなどローズアリーナのよう

な施設が金谷地域にほしい。

◦金谷駅前に活気がなく、通過点になるだけである。どう

にかしたい。

■意見交換会での主な意見
◦百人会議では、どのような方法で意見集約するのか。
◦阿知ケ谷の旧清掃センターは、今後どうするのか。解体
するのか。

※市民病院の今後について
◦市民病院の医師不足について、今後どのような方法で解
決していくのか。
◦病院の建て替えについて、これからどのような方針で進
めていくのか。
◦広域総合病院について、ほかの市町と連携を図り実現に
向け努力してほしい。

※その他の意見
◦島田市の財政健全化について、大きな借金を抱えている。
このままの状態で大丈夫なのか。
◦少子化対策について、議員の意見を聞きたい。
◦耕作放棄地拡大について、どうやって歯止めをかけるの
か市の対策を聞きたい。
◦太陽光発電の推進について、島田市内にもっと増やし、電
力の自給自足を図るべきである。
◦後期基本計画は、実現可能な内容にしてもらいたい。

■意見交換会での主な意見
◦合併特例債は有効に使われているか。
◦金谷庁舎の利活用について、早く結論を出してほしい。
◦前市長のとき、なぜリコールが起きなかったのか。議会
はしっかりやってほしい。
◦川根温泉ホテルは市営では無理。プロの力を使いしっか
り経営してほしい。
◦川根温泉ホテルについては、経営が赤字か黒字かで過疎
債における元利償還の解釈が変わってくる。過疎法のこ
とをしっかり理解しておかないと大変なことになる。
◦市長が行うことができる専決処分は、市議会の承認を経
ないといけないはずである。議会はもっと内容を検証し
てほしい。
◦島田金谷インターチェンジのワークショップをやってい
る。ここでの提言を議員も後押ししてほしい。
◦総合計画に基づく今までの事業について、行政評価が行
われていない。その評価を行い、結果を後期基本計画に
生かすべきである。
◦議員個々の意見を外に向けて、もっと発信する機会を設
けたらどうか。

川根温泉宿泊施設の見通しは
会場：市役所会議棟　参加者：10人

行政評価を行い後期計画に生かせ
会場：金谷南地域交流センター　参加者：13人

新市政に期待する市民の声
会場：金谷公民館（みんくる）　参加者：５人

新市政への期待と不安
会場：六合公民館（ロクティ）　参加者：13人

（開催日）
平成25年８月24日㈯・31日㈯午後７時から

　島田市議会主催の「市議会報告と市民との意見交換会」を市内６会場で行いました。
　今回は、議員定数が23人から20人となり、改選後初めて開催された議会報告会でした。
　初めに６月定例会での審議結果の報告を行い、引き続き、参加された皆さまからご意見を伺う意見交換会を開催しました。
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■意見交換会での主な意見
◦最終処分場の地権者と市が裁判で係争中であるが、そ
の後どうなっているか。円満解決をお願いしたい。
◦阿知ケ谷の旧清掃センターの解体について補足説明を
お願いしたい。
◦川根温泉ホテル建設の予算が初めより約３倍に膨らむ
など、問題が多い計画であった。それをチェックでき
なかった議会に物足りなさを感じる。新人以外の議員
がどう対応したか述べてほしい。
◦市民病院の移転が白紙となったが、今後の病院建設に
ついて各議員はどう考えているか。
◦市を代表する議員であるが、地域重視（偏重）の議員
活動もみられるのは、おかしい。
◦市議会議員の定数が20人に減り、市民の意見が議会に
反映されにくくなったのではないかと心配する。市民
の意見をしっかり収集してほしい。
◦市民会館の使用が禁止となったが、もっと前から対応
すべきではなかったか。
◦島田市総合計画、高齢者対策、介護保険制度などにつ
いて各議員がどのようなビジョンを持っているか聞き
たい。

■意見交換会での主な意見

◦市長が代わっても地方自治をしっかりやること。

◦市民の生命財産を守ることを最優先に。

◦市民の要望を聞くこと。

◦未来の島田市を考えたとき、これだけはやったほうがいい

ということを気概を持って、勇気を持って行ってほしい。

◦中山間地の振興にさらなるてこ入れを。

◦何を物差しとして議論していくかを考えること。

◦市民病院建設について、水面下で行われていることはあ

るのか。

◦議員は常に勉強すること。

◦議員は言ったことを実行すること。

◦市が行う事業の中で、民間に任せた方が経費的に安くな

る場合がある。事業を精査すること。

議員は行政のチェックをしっかり！
会場：初倉西部ふれあいセンター　参加者：25人

改選以来初の議会報告会。市民からの要望は？
会場：川根庁舎　参加者：８人

　議会は、その自治体の公益に関することについて、国会または関係行政機関に意見書を提出することがで
きます。９月定例会では、次の２件を可決し、国の各機関に送付しました。

意見書を採択しました

地方税財源の充実確保を求める意見書（要約）

　地方の財政は、社会保障関係費などの財政需要の増加や地方税収の低迷等により、厳しい状況が続いている。
よって、基礎自治体である市が、住民サービスやまちづくりを安定的に行うためには、地方税財源の充実確保が
不可欠である。
　意見書では、１　地方交付税の増額による一般財源総額の確保については、
⑴地方の財政需要を地方財政計画に反映し、一般財源総額を確保すること。
⑵地方の固有財源である地方交付税は、本来の役割である財源保障機能・財源調整機能が適切に発揮されるよう
増額すること。
⑶財源不足額については、地方交付税の法定率の引上げにより対応すること。
⑷地域経済を活性化させるため、地方財政計画における歳出特別枠を維持すること。
⑸地方交付税を国の政策誘導手段として用いることは避けること。
２　地方税源の充実確保等については、
⑴地方が担う事務と責任に見合う税財源配分を基本とし、国と地方の税源配分を５：５とすること。
⑵個人住民税は、その充実確保を図り政策的な税額控除を導入しないこと。
⑶固定資産税は、市の基幹税目であることから、その安定的確保を図ること。
⑷法人住民税の均等割税率を引き上げること。
⑸自動車重量税、自動車取得税及びゴルフ場利用税は現行制度を堅持すること。
⑹地球温暖化対策における地方自治体の役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与税を創設すること。
の11項目を実現するよう強く求めている。
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平成25年11月定例会の日程
平成25年第３回（11月）市議会定例会の日程は次のとおりです。本会議、常任委員会の傍聴にお越しく
ださい。いずれも午前９時30分開会予定です。

※なお、この予定は、変更されることがあります。

11月26日（火）本会議（議案上程）
12月４日（水）本会議（一般質問）
12月５日（木）本会議（一般質問）
12月６日（金）本会議（一般質問）

12日９日（月）本会議（議案質疑）
12月10日（火）常任委員会
12月19日（木）議会運営委員会
12月20日（金）本会議（最終日）

編
集
後
記

※上記は、意見書を要約したものです。提出した意見書の全文は、市議会のホームページまたは市役所の情報公
開コーナーでご覧ください。

意見書を採択しました

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する
地方の税源確保」のための意見書（要約）

　地球温暖化のための温室効果ガスの削減は、わが国のみならず地球規模の重要かつ喫緊の課題と
なっており、森林の持つ地球温暖化の防止や国土の保全、水資源の涵養、自然環境の保持など「森林
の公益的機能」に対する国民の関心と期待は大きくなっている。更に国は、平成25年度以降において
も、京都議定書目標達成計画に掲げられたものと同等以上の取り組みを推進することとしている。よっ
て、地球温暖化防止を確実なものとするためには、森林の整備・保全等の森林（二酸化炭素）吸収源
対策や豊富な自然環境が生み出す再生可能エネルギーの活用などの取り組みを、山村地域の市町村が
主体的・総合的に実施することが不可欠である。
　意見書では、自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るための森林・林業・山村対策の抜本的
な強化を図ることに加え、二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を推
進する市町村の役割を踏まえ、「石油石炭税の税率の特例」による税収の一定割合を、森林面積に応じ
て譲与する仕組みの構築を強く求めている。
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